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室内環境学
関連情報

1．はじめに

2021年12月26日にオンラインにて，室内環境学会

環境過敏症分科会,日本臨床環境医学会 環境過敏

症分科会,および,生活環境と健康研究会共催の合

同研究会オンライン会議「Withコロナ時代に,環境

過敏症発症患者の発症予防を目指して(その4)」が開

催された。本会議は3部構成(基調講演,話題提供,

総合討論)で行われ,20名の参加(写真1)があり，大

盛会の内に終了した。本会議での報告は，環境過敏

症発症の発症予防に加え，コロナ禍における室内環

境の重要性やコロナ対策についての内容であった。

室内環境学会の会員の方々に役に立つ情報と考えら

れるため，以下にその概要を報告する。

主催：室内環境学会・環境過敏症分科会,日本臨床

環境医学会・環境過敏症分科会,生活環境と

健康研究会

企画：北條祥子(主催者代表),黒岩義之(主催者副代

表),水越厚史(世話人)

開催日時：2021年12月26日13時00分・16時00分

場所：オンライン(Zoom)：担当 鈴木高弘(日本調

剤医療推進部)
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2．開会の挨拶 北條祥子(主催者代表)

新型コロナ禍では消毒剤の噴霧やテレワークの急

増により,化学物質曝露や電磁曝露の機会が増えて

おり,日本でも,環境過敏症患者の急増が危惧され

る。環境過敏症のような種々の要因が複雑に絡みあっ

て発症すると推定される健康障害の病態解明・発症

予防対策の検討は,幅広い分野の研究者が情報交換,

共同研究を行いながら,発症予防対策を模索する以

外にない。10年前に,幅広い研究者で構成された

「生活環境と健康研究会」を発足させ,年2回(室内環

境学会学術集会時と日本臨床環境医学会学術集会時)

開催してきて,今回で21回目であり,その内オンラ

イン会議は4回目となる。今回は,新たな取り組み

として,第1部基調講演や第2部話題提供の他に,第3

部総合討論として,参加者全員に,自分の専門分野

からみた環境過敏症発症予防の今後の展望について,

①事前に資料を準備してもらい,②一人当たり3分

間の話題提供していただく,③後日,その内容を原

稿として提出していただき纏めるという企画とした。

3.第1部 基調講演 13:05-13:40

座長：吉野 博(東北大学名誉教授)

外部講師の林基哉氏(北海道大学教授)は,「新型コ

ロナウイルス感染症のクラスター感染と空調換気性

状」と題して,“新型コロナウイルス感染者からの飛

沫・エアロゾルはその粒径によって挙動が異なり,

微小飛沫に関しては気流移動,室内拡散による浮遊

飛沫感染が生じている。また,クラスター感染発生

空間の調査結果より,病院,コールセンター,アイ

スアリーナなどにおいて,換気装置の老朽化やメン

テナンス不足,建物構造などを原因として換気不十

分となっていたことが確認されている。一方,住宅

においては常時換気装置の設置が建築基準法で定め

られた以降も,室内化学物質濃度は減少していない

ことが統計的に確認されており,室内化学物質につ

いても解決すべき課題は残っている”と,基調講演

を行った。時宜を得た話題であり,参加者との活発

な質疑応答がなされた。

4．第2部 5名のメンバーからの話題提供

13:40-14:20 座長：黒岩義之(帝京大学),水越

厚史(近畿大学)

1)中里直美氏(前国際医療福祉大学熱海病院薬剤

師)は,「薬剤師からみた環境過敏症・脳脊髄液減少

症患者の感覚・免疫過敏に関する調査」と題して,

“脳脊髄液減少症は4つの中核症状(自律神経症状,

情動・認知症状,疼痛・感覚過敏症状,免疫過敏症

状)が個々の患者で重層的に現れる。また,本症と

筋痛性脳脊髄炎/慢性疲労症候群,化学物質過敏症,

子宮頸がんワクチン副反応,COVID-19慢性後遺症

には類似性があり,視床下部性ストレス不耐・疲労

症候群といえる”と話題提供した。

2)近藤哲哉氏(関西医療大学保健医療学講座教授)

は,「心療内科医からみた環境過敏症患者の現状と

今後の展望」と題して,“化学物質過敏症患者のよう
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写真1 第4回オンライン会議の参加者の集合写真
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に訴えが多い患者に対して,「嘘をついている(詐病)」

と,誤解されることがある。しかし,中枢神経感作

症候群の病態となる可能性が考えられるものは詐病

でなく,①身体感覚増幅(身体感覚が過敏になって

いる),②破局的思考(身体の不快感を気にしだすと

なかなか止まらないという心理状態),③ゲーム(罪

悪感の払拭や,注目,愛情,同情を得る目的のため

にパターン化すること)である可能性があるので,

問診票などを用いて注意深くみながら診断している。

治療としては針灸などの東洋医学が有効だと考えて

治療している。”と話題提供した。

3)柳田徹郎氏(東京大学大学院工学系研究科都市

工学専攻・修士課程2年)は,「アレルギー患者や,環

境過敏症患者にも配慮した「まちづくり」を目指して,

民間の賃貸住宅における室内空気質を原因とした健

康リスクについての考察」と題して,“民間賃貸住宅

では健康リスクの高い賃貸仕様の内装材が用いられ

ている。室内環境に配慮した賃貸物件の市場性を検

討するため,入居者の選好調査を実施予定である。

併せて,塩化ビニール製壁紙への漆喰塗装により,

健康リスクが指摘される2エチル1ヘキサノールが発

生することが複数の計測データから確認された”と,

話題提供した。

4)小山桃花氏(宮城教育大学家庭科専攻4年生)は,

「新型コロナウイルス感染拡大による大学生の生活

スタイルの変化と健康影響に関する実態調査」と題

して,“卒業研究で,調査票を用いて,宮教大生のコ

ロナ前(2020年2月以前)とコロナ後(2020年3月以降)

の生活スタイルと健康状態を調査し,Man-Whitney

のU検定で比較した。その結果,有意差がみられた

のは,生活スタイルでは,①パソコンやスマホの使

用時間の増加,②柔軟剤使用率の増加,③香料入り

化粧品の使用率の増加であった。また,QEESIのQ5

日常生活障害(仕事学校,社会活動,旅行ドライブ,

趣味,家族関係)が有意に増加していた。本結果を

基に,環境過敏症にならないための大学生の生活習

慣を提案してゆきたい。”と,話題提供した。

5)上田厚氏(NPO法人アジアヘルスプロモーショ

ンネットワーク・理事長,社会医学)は,「環境過敏

症患者のエコロジカルな室内環境や生活スタイルに

学ぶ」と題して,“社会医学的な解析結果より,①過

敏症患者はエコロジカルなライフスタイルを実践す

る力と,住民への発信力を獲得している。②住民へ

の発信は臨床的治療を補完し,発症者のQOLを保持

増進する。③過敏症患者の組織化は患者の存在感を

高め,未発症者のエコロジカルなライフスタイル実

践意欲を醸成する,④過敏症患者の社会的ストック

としての意義は大きく,それを基盤にした対策が政

策的に実施されるよう住民,企業,自治体へ働きか

けるべきと考える。”と,紙上参加により話題提供

した。

5．第3部 総合討論 14:20-16:00

座長：北條祥子(東北大学)

参加者全員が,“各専門分野からみた環境過敏症

発症予防に関する今後の展望”について,意見を発

表し,その発表内容を,各自,文章で提出した。以

下に参加者の所属および専門分野(敬称略)を示した。

1)岩崎由美子(生活環境と健康研究会,社会科学),2)

上田厚(NPO法人アジアヘルスプロモーションネッ

トワーク・理事長,社会医学),3)浦野真弥(有限会社

環境資源システム総合研究所,環境工学),4)小倉英

郎(医療法人高幡会大西病院院長,小児科/アレルギー

感染学/環境医学),5)角田和彦(かくたこども＆アレ

ルギークリニック院長,臨床環境医学/アレルギー),

6)黒岩義之(帝京大学溝口病院脳神経内科・脳卒中

センター,客員教授・センター長,脳科学/自律神経

学),7)小山桃花(宮城教育大学家庭科専攻4年),8)近

藤哲哉(関西医療大学保健医療学講座教授,心身医

学/東洋医学),9)菅原正則(宮城教育大学教育学部家

庭科教育講座・教授,建築学),10)鈴木高弘(日本調

剤医療連携推進部・課長,臨床薬学/臨床栄養学/感

染制御学),11)平久美子(東京女子医科大学東医療セ

ンター麻酔科講師,麻酔科),12)出村守(札幌でむら

小児クリニック・院長,小児科/アレルギー科/臨床

環境医),13)寺田良一(明治大学文学部・教授,環境

社会学),14)中里直美(脳脊髄液減少症研究会,薬学),

15)林基哉(北海道大学工学研究院教授,建築環境/建

築衛生),16)星野陽子(足利市立北郷小学校・教諭,

特別支援教育),17)北條祥子(尚絅学院大学名誉教授

/東北大学大学院歯学研究科研究員,疫学/環境医学/

薬学),18)水越厚史(近畿大学医学部環境医学・行動

科学教室・講師,環境医学),19)柳田徹郎(東京大学

大学院工学系研究科都市工学専攻・修士課程2年,

都市工学),20)吉野博(東北大学名誉教授,建築環境

123



Vol.25No.1

室内環境［2022］

工学)。

6．閉会の挨拶 主催者副代表 黒岩義之

環境過敏症の予防で最も重要なのは,既知の発症

トリガーストレスへの暴露を解消することである。

予防標的となる環境過敏症の原因に共通するのは

「脳に対する強いストレス」という点である。例えば,

化学物質のような脳に対する毒性ストレス,交通事

故のような脳に対する物理的外傷ストレス,強い恐

怖体験のような脳に対する心理的外傷ストレスがあ

げられる。因果関係が既に明確にされているネオニ

コチノイド,グリホサート,ホルムアルデヒドのよ

うな原因に対しては,特にきちんとした社会的啓蒙

と行政的対処が必要となることは言うまでもない。

環境過敏症の既知の原因に対する社会的対応から突

破口を求めようとしているのが,寺田良一先生の社

会学的なアプローチであり,学問に裏付けられた熱

心な取り組みに感銘を受けた。角田先生から化学物

質過敏症の瞳孔異常という自律神経障害を示唆する

重要なご発言があった。近藤先生から不安等の情動

障害について詳しいレクチャーがあり,勉強になっ

た。他にも小山桃花さんの大学生の環境過敏に関す

るご発表,柳田徹郎先生の環境と健康に関わる不動

産賃貸や建築条件など実社会問題に関するご発表な

ど,環境過敏症をリアルワールド(現実の世界)の問

題として取り組む発表内容をたくさん聴けたことは,

今回のオンライン会議の大きな成果であり,大きな

意義であると考えたい。環境過敏症の未知なる病態

を解明すべく,本会議メンバーひとりひとりの現場

研究を積み重ねることが最も重要であり,皆様と第

5回目のオンライン会議でお会いできることを楽し

みに閉会の挨拶とする。
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